


（1） 令和２年の発生状況 

 ア 小児科・インフルエンザ・眼科・基幹定点報告疾病（ウを除く） 

 （ア）平成27年～令和元年の報告数平均との比較(P3表1,P6～11図1参照) 

  平成27年～令和元年の報告数平均と比較して増加した疾病は、伝染性紅斑316件（同比111％）

であった。 

減少した主な疾病は、流行性耳下腺炎23件（同比6％）、ＲＳウイルス感染症50件（同比6％）、

手足口病125件（同比8％）であった。 

 

  （イ）全国状況との比較(P3表2参照) 

  伝染性紅斑の1定点・1週当たりの患者報告数は0.31人であり、全国平均（同0.11人）の2.82

倍であった。Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎では、同 3.12 であり、全国平均（同 1.19 人）の 2.62

倍、ヘルパンギーナでは、同0.29人であり、全国平均（同0.15人）の1.93倍、インフルエンザ

では、同2.06人であり、全国平均（同2.15人）の0.96倍であった。 

 

 （ウ）全県の状況(P4表3参照) 

  令和２年の報告患者数は11,073件であり、令和元年より14,651件の減少であった。 

※注1 冬期間に患者報告が多く見られる疾病（インフルエンザ、感染性胃腸炎）については、別集計し22ページに掲載しました。 

  

  （エ）地区別の状況(P3表1参照) 

  地区別にみた報告患者数は、東部地区が4,992件(45.1%）、中部地区は2,542件(23%）、西部地

区は3,539件（31.9%）であった。 

東部地区 中部地区 西部地区 

1 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1,968件 
2 感染性胃腸炎        1,227件 
3 インフルエンザ      1,220件 
4 突発性発疹           138件 
5 ヘルパンギーナ     125件 
6 その他                 314件 

1 インフルエンザ         951件 
2 感染性胃腸炎          694件 
3 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎   381件 
4 伝染性紅斑         100件 
5 咽頭結膜熱          93件 
6 その他                 323件 

1 感染性胃腸炎        1,000件 
2 インフルエンザ        989件 
3 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  789件 
4 咽頭結膜熱          155件 
5 突発性発疹          150件 
6 その他                456件 

合計                   4,992件 合計                   2,542件 合計                   3,539件 

 

（オ）年齢別の状況 

  年齢別の患者発生状況はP5表4のとおりであった。 

 

令和２年報告患者の報告 令和元年の患者報告状況 

順位 疾病名 件数 全件数に占める割合 令和元年との比較 順位 件数 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
 

インフルエンザ       (注1) 
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
感染性胃腸炎         (注1) 
突発性発疹 
咽頭結膜熱 
伝染性紅斑 
ヘルパンギーナ 
水痘 
手足口病 
流行性角結膜炎 
その他 

3,160件 

3,138件 

2,921件 

380件 

319件 

316件 

292件 

251件 

125件 

56件 

115件 

28.5％ 

28.3％ 

26.4％ 

3.4％ 

2.9％ 

2.9％ 

2.6％ 

2.3％ 

1.1％ 

0.5％ 

 

5,916件減 

1,006件減 

2,849件減 

19件増 

534件減 

202件減 

239件減 

84件減 

2,754件減 

149件減 

 

1 
3 
2 
9 
6 
8 
7 
10 
4 
11 
 

9,076件 

4,144件 

5,770件 

361件 

853件 

518件 

531件 

335件 

2,879件 

205件 

1,052件 

 合  計 11,073件 － 14,651件減  25,724件 








